
株取引の売買方法



売買単位と注文の出し方1

株を買うのに最低限必要な金額を確認するには、
「株価（現在値）×最低単位数（単元株数）」で計算します。

通常1単元（100株）での売買単位での取引ですが、証券会社に
よって取引単位に満たない（単元未満株）1株から売買することが
可能な取引があります。
1単元100株のA銘柄の株価が1,000円の場合、通常取引の場合、
10万円からの取引となりますが、単元未満株取引では、1株1,000
円から売買が可能です。

株取引の売買方法

現在値

最新の株価のことです。
最新の株価とは、直近で取引が成立した値段を指します。

最低単位数（単元株数）

（例）　○○株式会社
株価1,000円・最低単位数（単元株数）100株の場合

株を買うのに必要な最低株数のことです。
株式の購入では、銘柄ごとに売買する単位（単元）が決めら
れています。1株から売買できる銘柄や100株から売買でき
る銘柄など、銘柄によって売買単位が異なります。

1,000　×　100　＝　100,000円　+　取引手数料



成行注文と指値注文

値段を指定しない注文方法。
寄付き前に成行の買い注文を出すと、寄付き値（始値）
で即座に注文が成立します。
取引時間中に成行買い注文を出すと、その時に出ている
最も低い株価の売り注文に対応して注文が成立します。

取引成立（約定）までのスピードが速い点です。
「買い」で成行注文を出せば、すぐに欲しい銘柄を手に入
れられ、「売り」で成行注文を出せば、すぐに手放したい
銘柄を早めに売却できる可能性が高くなります。

成行注文

●成行注文のメリット

自分が想定していたより高い（低い）価格で買い（売り）
が成立しかねない点です。

たとえば、株価500円前後が自分にとってお手頃と考え
て「買い」で成行注文しても、直前に大量の「買い」が入る
ことで株価が高騰し、一株550円で買いが成立してしま
うことがあります。
特に、市場価格の変動が大きいときに成行注文を出す
と、想定外の価格で約定しやすいです。
また、証券取引所で株式が売買される量（出来高）が少な
い銘柄に対して成行注文を出す際も、想定外の価格で約
定することがあります。

●成行注文のデメリット



成行注文の手順

①国内株式のタブから、「銘柄を探す」の枠内に銘柄名、
　コードなどを入れ検索をクリックします。

②取引したい銘柄のページで「現物買」（「現物売」）を
　クリックします。



③株数：「購入したい株数」（基本は100株）
　価格：「成行」
　期間：「当日中」
　取引パスワードを入力して「注文確認画面へ」を
　クリックすると発注できます。

クリック



指値注文

メリットは、想定外の価格で売買成立する事態を防げる
点です。
仕事中などこまめに値動きのチェックが出来ない時で
も、基本的に想定外の値で約定することがないため安心
できます。

●指値注文のメリット

「買いたい（売りたい）」と値段を指定する方法です。
買いの注文を出した際は指定した価格以下の株価、売りの
注文を出した際は指定した価格以上になったタイミング
で約定する点が特徴です。
寄付き前に発注した場合、寄付きの株価が指値以下（売り
の場合は指値以上）の時は、寄付き値段で成立します。成立
しなかった場合は、その後の取引時間内に指値以下（指値
以上）の金額になったタイミングで約定します。

指値注文は有効期限を指定し、期限までに注文が成立しな
かったら指値注文は失効します。

指値注文は「指定した価格以下で買い、指定した価格以上
で売りたい」という注文です。



デメリットは、欲しい銘柄があっても指定した価格にな
るまで購入出来ない点です。
また、売りの場合は、指定した価格に上がるまで売りが
成立しないので含み損が増えるおそれがあります。

たとえば、一株1000円で購入した株式が、現在900円に
下がった場合、今後、上昇すると考え売却益を期待し、
1100円で「売り」の指値注文を出したとします。
しかし期待に反し、株価がそのまま下がり続けると、約
定できるタイミングがないため、含み損はさらに増える
ことになります。

●指値注文のデメリット



成行注文・指値注文の使い分け

確実に購入したいときには成行注文が役立ちます。
ニュースやSNSで会社の好材料を知り「株価は上がる可
能性が高い」と考えた場合などは成行注文で素早く購入
できます。
また、保有する銘柄の株価が下落傾向にあり、「今後も上
がる見込みがない」と判断した場合も、成行注文が売却
しやすくなります。

●どうしても買いたい株・売りたい株がある場合→成行注文

取引を急ぐ必要が場合など自分の希望する価格で購入
できる指値注文を選びます。
「これだけの利益を出したい」という明確な目標が決
まっている場合も、保有する銘柄を売却する際に指値注
文を選びます。

ただし、指値注文にすると、株価が自分の予想に反する
動きをした際に、買い（売り）そびれることがあるので注
意が必要です。

●希望している価格で売買した場合→指値注文



指値注文の手順

①国内株式のタブから、「銘柄を探す」の枠内に銘柄名、
　コードなどを入れ検索をクリックします。

注文画面までは成行注文と同じです。

②取引したい銘柄のページで「現物買」（「現物売」）を
　クリックします。



③株数：「購入したい株数」（基本は100株）
　価格：「指値」で枠内に希望価格を入力する
　期間：「当日中」（希望価格が現在の価格と近い場合）
　　　「今週中」（希望価格が現在の価格と離れている場合）
＊期間内に約定されない場合は、失効になります。
　取引パスワードを入力して「注文確認画面へ」を
　クリックすると発注できます。

クリック



逆指値注文

逆指値注文は指値注文とは逆に「指定した価格以上になっ
たら買う」「指定した価格以下になったら売る」注文方法
です。

現在値

指定した価格以上に
なったら買いたい

逆指値注文

指定した価格以下に
なったら買いたい

指値注文

現在値

指定した価格以上に
なったら売りたい

指値注文

指定した価格以下に
なったら売りたい

逆指値注文

上昇トレンド中に、直
近高値を上抜いたら、
強い上昇を示す場合が
あるので、追加購入す
る場合など。

株価の下落局面で損切
りをする場合など。

逆指値注文はどのような時に使うの？



保合相場のボックス圏で高値を上抜いた場合も、上昇傾
向になることがあるので、高値を抜けるところに逆指値
を出すなどの戦略もあります。（トリガー価格）

自動的に損切りを行えるため、損失を限定することがで
きます。
また、チャートを監視する必要がないため、忙しい方で
も時間を有効に使うことができます。

●逆指値注文のメリット

価格が指定価格に達しなければ約定することはないの
で、取引が成立しません。
また、市場の大きな変動が一時的なものであった場合
は、逆指値を設定していたことにより利益獲得の可能性
を逃してしまうこともありえます。
例えば、市場価格が一時的に大きく変動し、損切りのた
めの逆指値注文により決済された直後に、市場価格が再
び上昇する場合もあります。

●成行注文のデメリット

逆指値注文



逆指値注文の手順

①国内株式のタブから、「銘柄を探す」の枠内に銘柄名、
　コードなどを入れ検索をクリックします。

注文画面までは成行注文と同じです。

②取引したい銘柄のページで「現物買」（「現物売」）を
　クリックします。



③株数：「購入したい株数」（基本は100株）
　価格：「逆指値」で枠内に希望価格を入力する
　　　　成行で執行
　期間：「当日中」（希望価格が現在の価格と近い場合）
　　　「今週中」（希望価格が現在の価格と離れている場合）
＊期間内に約定されない場合は、失効になります。

　取引パスワードを入力して「注文確認画面へ」を
　クリックすると発注できます。

クリック



板の見方2

投資における「板」とは、株式の指値売買注文状況を価
格別に一覧にした表です。
買いと売りの指値を気配や気配値（けはいね）と呼びま
すが、この気配値を順番に並べて整頓したものを板と呼
びます。　

板は、証券取引所に出された売り注文や買い注文の価格
と数量がリアルタイムで表示されています。
左側には売り注文の数、右側は買いの注文数、中央部分
は気配値を示しています。
今いくらの価格でどのくらいの株数を売買できるのかを
一目で知ることができます。

売
り
た
い
人
の
行
列

買
い
た
い
人
の
行
列

2、846円で1,000株が
売りに出されている

2、837円で700株の
買い注文が出てている



投資における「板が厚い」とは、株式の売買において、買い
または売り側の注文数量が多いことを意味します。
逆に「板が薄い」とは、注文数量が少ないことを意味しま
す。
株式の注文は、買いたい人と売りたい人の株価と数量が合
致することで約定になります。それゆえ、どんな銘柄で
あっても必ず売り買いが成立するとは限りません。
普段あまり売買がされていない銘柄であれば、買いたいと
思っても売り手がいなくて買えなかったり、高値で売りた
くても買い手がいないということもあります。

例えば、10,000株の買い注文を出そうとしても、板を見て
10,000株以上の売り注文が出ていなければ注文は成り立
ちません（価格はわかれていても良い）。

板が厚い、板が薄いってなに？

買
い
も
売
り
も
注
文
数
量
が
十
分
出
て
い
る

板
が
厚
い

買
い
も
売
り
も
注
文
数
量
が
少
な
い

板
が
薄
い

板が薄い場合、指値が有効になる。板が厚い場合、成行でOK。
（取引が成立しやすい）



板に出てくる表示

前 取引開始前の気配値（寄付き前）

売り注文が少ない時に、成行で買い注文を出すと価
格がいきなり上昇することが考えられ、それを避け
るために買値を時間をかけて上げていくこと。

注　注意気配

1日の値幅制限まで株価が変動すること。
S　ストップ高・ストップ安

株価の急激な変動を抑えることを目的として、直前
の約定値段から更新値幅の2倍を超える注文数量
が出された場合に表示される。

連　連続約定気配

OVERは、一番上の価格より高い価格で出ている売
り注文の合計株数。
UNDERは、一番下の価格より低い価格で出ている
買い注文の合計株数。

OVER・UNDER

一度に大量の「買い注文」か「売り注文」が入った場
合、両者の株数がつり合うまで一時的に取引を停止
すること。

特　特別気配（特別買気配・特別売気配）



呼び値と制限値幅

証券取引所で株式を売買するときの最小の価格変動単位
（価格の刻み幅）のことです。

例えば、ある株の現在価格が1,000円だったとすると、その
株の呼び値が1円なら、売買できる価格は999円、1,000円、
1,001円といった具合になります。

株式の呼び値の刻み幅は銘柄の値段の範囲によって決まっ
ています。

呼び値とは

制限値幅とは、株価の1日の値動きの最大幅を決めるルール
のことです。急激な株価の変動により投資家に不測の大き
な損害や混乱を与えないために設けられています。

例えば、株価1,000円の銘柄の制限値幅が「300円」の場合
→ 最大1,300円まで上昇可能
→ 最低700円まで下落可能
この範囲を超える注文は成立しません。

制限値幅は銘柄の種類や市場によって決められており、特
に急騰・急落時には「ストップ高」「ストップ安」と呼ばれる

制限値幅とは



IPO株の仕組み

IPOとは、「Initial（最初の） Public（公開の） Offering（売り
物）」の略で、「新規公開株式」または「新規公開株」「新規上場
株式」などと表されます。 
株式の所有が少数株主に限定されている未上場会社が、新
たに証券取引所に株式を上場し、一般の投資家に向けて売
り出すことを指します。

IPO株とは

IPO株投資とは、上場する前にその会社の株を手に入れて、
上場後はじめに付く株価（初値）ですぐ売ることで利益を出
すことです。

しかし、IPO株投資は、チャートもなく個人投資家への情報
が不足しているため推奨していません。

IPO株式の初値が公募価格を常に上回るわけではなく、公募
価格を下回ってしまうケースもあり、その時点で損失にな
ることもあります。
ハイリスクハイリターンな投資方法とも言えます。

IPO株投資とは


